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調整額・特殊勤務手当交渉

当局、税務手当、福祉調整額に絞った交渉を提案～その他特勤手当は事実上取下げ

コールセンターは苦情処理機関ではない！事実誤認に基づく見直し提案は論外です

　自治労県職労は11月20日、調整額・特殊勤務手当について交渉（以下、特勤交渉）を行いました。

交渉の冒頭、自治労県職労は「特勤交渉に限らないが、労使の立場は違っても、職員がやる気を持って働ける条件を整えようとする方向性は同じでなければならないと考える。どのような結果を導き出すとしても、お互いに誠意を尽くし、職員がやる気を無くすような決着だけは避けなければならない。」「労使での共同現場調査は、お互いの現場に対する認識を共有するために提案している。真摯に受け止めてほしい。」と申し入れ、交渉に入りました。

当局の提案内容
○時間が限られている中で、見直しが急務なものに絞って交渉を行いたい。

○具体的には、税務手当と福祉関係の調整額。
提案に対する質疑

昨年から行われている特勤交渉では、全ての調整額・特殊勤務手当が対象となっている。本年10月13日に行われた交渉でも、全ての課題について当局から見直し内容が示された。

自治労県職労としては、特定の課題に絞ること自体、新たな提案として組織で検討する必要がある。

また、「時間が限られている」というが、当局の対応のまずさが原因であり、「時間ありき」で交渉するものではない。

として、次の点について質しました。

①税務手当と福祉関係の調整額に絞るということは、どのような理由によるものか。

②一部に絞るということは、他の当局提案は取り下げるということか。

③その場合、取り下げる他の課題については、これまでの労使慣行に従って、5年後以降の次期交渉期に交渉するということか。
当局回答

①税務手当については、他県で日額化が進んでいる。

　福祉関係の調整額については、社会情勢の変化等により、児童相談所の困難性の増大や福祉施設における職場状況の変化がある。

②今期交渉では、対象としない。

③業務内容、社会情勢の変化に応じて、適時・適切に見直しを行う。時期については、これまでの経過は参考になる。と回答しました。
　自治労県職労は当局提案を持ち帰り、支部・協議会と協議のうえ、対応を検討することとしました。
税務手当、福祉調整額についての当局の考え

１．税務手当

　○見直し内容

　・日額化：現行支給月額／20日

	区　　分
	月額
	日額

	県税・

自動車税
	賦課・徴収常時勤務者
	7級以上
	24,000
	1,200

	
	
	その他
	25,000
	1,250

	
	その他
	管手受給者
	8,000
	400

	
	
	その他
	8,300
	420

	徴収対策課
	滞納処分常時勤務者
	7級以上
	24,000
	1,200

	
	
	その他
	25,000
	1,250


　・対象業務については精査して絞り込むべきだが、今期は話し合う時間がないため、引き続き話し合っていきたい。

　○見直しの理由

　・電子申告、ワンストップサービス、コンビニ収納や納税確認の電子化、苦情処理も含めて電子化、委託化が進み、困難性が低下している。

　・「制定経緯が他の手当と異なる」という話があったが、平成17年当時月額支給が39県であったものが、平成26年には18県となっている。他県でも「制定経緯」は考慮していない。

２．福祉職調整額

（１）さがみ緑風園

　○見直し内容（調整数）

	職
	現行
	見直し

	介護を伴う生活指導員・生活指導補助員
	４
	３

	班長（生活指導員）
	３
	２

	課長（生活指導員）
	２
	１

	部長（生活指導員）
	１
	日額手当


　○見直しの理由

　・平成15年に行われた県立福祉施設に関する検討会議において、中井やまゆり園と同じ評価だったものが、平成26年の県立障害福祉施設のあり方検討会の報告書では、中井やまゆり園は県立直営が望ましいとされているところ、さがみ緑風園は指定管理者制度が導入可能とされている、という変化があった。

（２）児童相談所一時保護所

　○見直し内容／調整数：１→２

　○見直しの理由

　・近年の児童虐待対応の増加、複雑化に伴い業務の困難性が増しており、社会情勢が大きく変化している。

（３）おおいそ学園（児童と起居を共にする児童自立支援専門員・児童生活支援員）

　○見直し内容／調整数：廃止

　○見直しの理由

　・業務実態も対象職員もいない。

（４）おおいそ学園（（３）以外の児童自立支援専門員・児童生活支援員）

　○見直し内容／調整数：２→３

　○見直しの理由

　・不良行為者、障害者の入所施設で、暴力の危険性など他にない独自の困難性を有する。

（５）総合療育相談センター（病棟に勤務する看護師）
○見直し内容／調整数：２→１

　○見直しの理由

　・病床利用率の低下

（６）総合療育相談センター（（５）以外の看護師）
　○見直し内容／調整数：廃止

　○見直しの理由

　・日勤の外来に特殊性、困難性は見い出せない。

（７）中里学園（看護師）

　○見直し内容／調整数：１

　○見直しの理由

　・他とのバランス

（８）中里学園（保育士）

　○見直し内容／調整数：２→１

　○見直しの理由

　・局ヒアリングで、困難性について看護師と同程度
（９）保健福祉事務所（診療放射線技師・診療Ｘ線技師）

　○見直し内容／調整数：廃止

　○見直しの理由

　・撮影件数の減少、被ばく線量少ない。

３．その他

○本交渉において示した見直しについては、平成28年4月1日から実施したい。

○福祉施設の調整数の見直しについては、業務の実態や特殊性・困難性を精査し、局ヒアリングや現地調査の結果を踏まえ、全体のバランスを整理して、精査した。

○中里学園、ひばりが丘学園の児童指導員の調整数については、平成29年度に児童自立支援拠点が設置されるので、新しい施設における勤労強度や労働条件が明らかになった時に改めて検討する。
当局の根拠は事実誤認や勘違い
　当局の意向について、交渉課題とする段階ではないので、本日はその是非について議論はしないが、当局の話に事実誤認や勘違いがあり、その点について次のとおり指摘するのできちんと検討願いたい。

・平成16年総務省通知による指導を受けて、当局は税務手当の日額化の考えを示したと説明している。しかし、国家公務員における税務職給料表に対応すべき県の給料表が存在しないことから、特勤手当として処遇されてきたものであり、国の通知においてもこのような扱いは認めているものである。

・苦情処理の電子化・委託化という説明がされたが、コールセンター（民間）の業務は納税に関するお知らせの域を出ないものであり、苦情は受けられない。納税の呼びかけにも応じない滞納者には職員しか対応できない。
・電子化によって利便性が向上したのは県民であって、職員の仕事が楽になったわけではない。

・非正規雇用4割を占める中で、給与の差し押さえや年金受給者の滞納整理は、特に困難性を伴う。自動車税の滞納整理も以前よりむずかしくなっている。実態はむしろ厳しい状況になっている。

・今期の交渉を行うにあたり、当局は総務局及び税務本課にまったく話を通していない。原局の考えや現場実態を踏まえて考え方を示すべきである。
・「制定経緯が他の手当と異なる」という話は、2005年の特勤交渉妥結時に、当時の労務担当部長が税務手当などの月額支給を認める根拠として発言したもので、組合が言ったものではない。また、「制定経緯」自体は、その後の社会環境で変化するものではない。
・さがみ緑風園で、生活指導員、生活指導補助員以外に適用されている調整額の扱いはどのように扱う考えか。

11.29辺野古に基地は
造らせない大集会

日時：１１月２９日（日）１３時３０分～

※　集会後デモを予定

場所：日比谷公園大音楽堂

内容：沖縄、ヘリ基地反対協議会、

島ぐるみ会議からのアピールなど

自治労
団体生命共済還元金
11月末に振込み予定

※　振込口座未登録の方は早急に組合までご連絡を！
署名集約中！

行政補助員制度の抜本的見直しを

求める要請署名

＜要望事項＞

●意欲・能力のある非常勤職員が、安心して働き続けられる制度としてください。

●所属の採用事務負担等も考慮し、臨時的任用職員と同様の登録制等を導入してください。

※署名用紙は「自治労かながわ県職連合」のホームページにも掲載しています。




















































署名集約中！


行政補助員制度の抜本的見直しを求める要請署名


※署名用紙は「自治労かながわ県職連合」のホームページにも掲載しています。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































